
【従来点検方法】

・40極であれば、片側40カ所に差し込む必要がある

└ 計80カ所への差込み作業

・基本的に導通があるかないかのみの確認

└ 短絡(ｼｮｰﾄ)の確認はできない

【新型ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀｰ】

・導通点検手順

①ｹｰﾌﾞﾙを2カ所差し込む

②電源ｽｲｯﾁをON

【導通確認】

※2箇所(14&27)が断線

不良箇所が同時に見ることができる

※ｹｰﾌﾞﾙを手でｺﾈる事により、ﾗﾝﾌﾟの点滅等で

断線しかけていることも分かる

ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀｰ　使用方法紹介

全点灯 問題なし!!

電源ｽｲｯﾁ
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【新型ｹｰﾌﾞﾙﾃｽﾀｰ】

・短絡点検手順

①電源側のみｹｰﾌﾞﾙを差し込む

②付属のﾃｽﾄﾘｰﾄﾞでﾃｽﾀｰ未接続同士を繋ぐ

③電源ｽｲｯﾁをON

④ﾃｽﾄﾘｰﾄﾞのCT側を№1～40まで差し替えて点灯確認

※№1点検時に№1と№5が点灯

№1と№5でｼｮｰﾄしている

【電源について】

・単三電池ｘ④本使用

●蓋は横方向へ開ききることが可能

【ｼﾘｱﾙでの管理】

・全数ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰを付与

・内、外それぞれに記載

・製造年月や、いつお客様へ

渡したのかをこちらで把握

ﾃｽﾄﾘｰﾄﾞ

電源側

異常発見


